
2018年度医療機関における適正な電波利用推進に関する調査の結果【診療所】

総務省は医療機関における電波利用の状況を継続的に確認するとともに、安心・安全に電波を利用
するための適正な電波利用推進に向けた施策に生かすことを目的としてアンケート調査を実施しました。本
調査結果は電波環境改善のための情報提供や普及方策等に生かされます。

①医用テレメータ

•医用テレメータは診療所に
も一部導入されています。
特に有床診療所の導入率
は3割程度になっています。

•ただし、医用テレメータを導
入している診療所（特定
科目を除く）の無線チャネ
ル管理実施率は3割未満
にとどまっています。

•医用テレメータの電波に関
するトラブルも発生しており、
トラブル主な原因としては、
電波が届かないことが挙げ
られています。

◆導入状況

◆無線チャネル管理の実施状況

◆無線チャネル管理の実施方法

21.7

56.5

17.4

39.1

6.5

6.5

2.2

20.4

55.1

14.3

36.7

4.1

2.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無線チャネル管理表による管理

受信不良時の定性的な点検

受信不良時の定量的な点検

定期的な受信状態の定性的な点検

定期的な受信状態の定量的な点検

その他

無回答

有床(N=46) 特定科目(N=49)

81.8

9.1

12.1

6.1

0.0

3.0

0.0

3.0

6.1

73.9

13.0

13.0

0.0

0.0

0.0

13.0

0.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特定の場所で電波が十分に届かない

チャネル設定を間違える

電池切れに気が付かない

同一チャネルの送信機を使用する

ゾーンを間違える

他施設からの電波が受信される

他の機器・設備から障害を受ける

その他

原因はわからない

有床(N=33) 特定科目(N=23)

電波利用機器の利用状況

2.8

27.0

26.2

0.5

0.2

1.2

96.7

72.7

72.1

0.0

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答

25.0

26.6

44.5

56.3

51.4

40.0

18.8

20.2

14.5

0.0

1.7

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=16)

有床(N=173)

特定科目(N=110)

管理している 管理していない わからない 無回答

25.0

19.1

20.9

75.0

78.0

77.3

0.0

2.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=16)

有床(N=173)

特定科目(N=110)

トラブルの経験がある 特にトラブルの経験はない 無回答

◆トラブルの原因

◆トラブル経験



32.1

12.2

67.2

8.9

3.3

7.7

2.2

39.3

20.5

63.9

21.7

7.5

7.5

1.2

39.9

11.5

66.7

36.2

8.2

5.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院情報システム用

医療機器用

（X線撮影装置、超音波検査装置等）

病院スタッフのインターネット接続用

患者様・外部訪問者のインターネット接続用

音声通話・ナースコール用

その他

無回答

無床(N=271) 有床(N=346) 特定科目(N=243)

19.2

30.6

30.5

46.9

39.9

35.8

30.3

26.9

30.0

3.7

2.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=271)

有床(N=346)

特定科目(N=243)

実施している 実施していない わからない 無回答

46.6

54.1

57.9

1.2

2.8

1.7

52.0

42.7

40.2

0.2

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答

②無線LAN

•無線LAN は半数程度の
診療所で導入されています。

•主な利用用途はスタッフの
インターネット接続用のほか、
病院情報システムにも使わ
れています。

•外部から持ち込まれる無
線LAN対応の機器による
電波干渉を防止する対応
策は一部の診療所で実施
されています。

•主な対策は患者・訪問者
向けの専用無線LAN の提
供等です。

インターネット接続用のほか、
病院情報システム等様々な用途で
無線LANが使われています。

◆導入状況

◆チャネル設計実施状況

◆利用用途

◆外部から持ち込まれる機器による電波干渉を防止する対応策の実施

◆実施している対応策

10.3

22.3

28.8

88.9

77.5

69.5

0.7

0.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=271)

有床(N=346)

特定科目(N=243)

対策あり 対策なし 無回答

13.3

10.0

23.3

43.3

10.0

13.8

5.7

21.8

55.2

3.4

9.5

2.7

10.8

73.0

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Wi-Fiルータの持ち込み禁止やテザリング機能

の使用禁止等のルールを設けている

持ち込む機器の使用ルールをわかりやすい

マーク等を用いて周知している

無線LANの使用状況を監視するツールを

用いて不正な接続を監視している

患者様や外部の訪問者専用の無線LANを

提供している

その他

無床(N=28) 有床(N=77) 特定科目(N=70)



29.8

66.0

27.7

2.1

2.1

4.3

50.0

64.8

31.8

0.0

0.0

1.1

44.9

72.5

21.7

2.9

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特定の場所で電波が十分に届かない

無線LANにつながらない・つながりづらい

無線LANの速度が遅い

管理外のAPが設置されている

その他

原因はわからない

無床(N=47) 有床(N=88) 特定科目(N=69)

◆トラブル経験

17.3

25.4

28.4

81.5

73.7

71.2

1.1

0.9

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=271)

有床(N=346)

特定科目(N=243)

トラブルの経験がある 特にトラブルの経験はない 無回答

•無線LAN でも電波に関す
るトラブルが発生しており、
主なトラブルとしては、無線
LAN につながらない・つな
がりづらいことや、電波が十
分に届かないこと等が挙げ
られています。

②無線LAN（続）

◆トラブルの原因

③携帯型通信端末

• 9割程度の診療所内で、
携帯電話の使用が可能に
なっています。

•診療所内業務用にタブ
レット端末を利用する診療
所は3割弱であり、導入を
予定している診療所もあり
ます。

携帯電話の使用ルールを設けて、
携帯電話の利用を可能とする
医療機関が増えています。

◆導入状況（診療所内業務用）

◆携帯電話の診療所内の使用制限

23.4

29.1

27.1

65.7

65.5

68.6

7.1

4.2

3.6

3.8

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

一部の場所で使用可

診療所内全ての場所で使用可（制限をしていない）

診療所内全ての場所で使用禁止（全面使用禁止）

無回答

10.5

4.3

23.2

17.8

32.2

29.1

17.6

33.3

30.7

0.0

0.0

1.5

1.6

0.2

5.5

0.7

0.2

4.5

88.8

92.8

74.0

74.8

63.9

64.1

76.4

62.1

63.3

0.7

2.9

1.2

5.8

3.8

1.4

5.2

4.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話・スマートフォン

PHS

タブレット端末

携帯電話・スマートフォン

PHS

タブレット端末

携帯電話・スマートフォン

PHS

タブレット端末

無
床
(N
=5
81

)
有

床
(N
=6
40

)
特

定
科

目
(N
=4
20

)

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答



3.8

3.8

0.5

0.5

4.0

11.0

2.1

0.5

0.9

72.8

7.2

10.6

9.4

0.2

0.8

6.6

10.0

2.7

1.1

0.6

64.2

5.0

12.4

6.2

0.5

1.9

4.0

6.7

4.0

1.7

2.1

66.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特定の場所で電波が十分に届かない

携帯電話会社によって、

電波の受信状況が異なる

医療機器の機能に影響があった

（誤作動、停止等）

医療機器の表示等に軽微な影響があった

（モニタへのノイズ混入、誤アラーム等）

呼び出し音や通話による

患者間のトラブルがあった

呼び出し音や通話による

診療や検査への影響があった

無断撮影等、セキュリティやプライバシーに

かかわるトラブルがあった

歩きスマホ等の危険な行為に

かかわるトラブルがあった

その他のトラブル

特にトラブルはない

無回答

無床(N=581) 有床(N=640) 特定科目(N=420)

◆携帯電話に関するトラブル経験
③携帯型通信端末（続）

•携帯電話に関して、電波
が十分に届かないといった
電波環境によるトラブルの
ほか、携帯電話利用マナー
に関するトラブルも一部発
生しています。

④基地局設備

◆導入状況

◆整備の必要性

•診療所内における携帯電
話基地局設備の導入に関
しては、現状のニーズはそれ
ほど高くありません。

49.1

4.0

43.5

1.6

1.8

50.1

8.1

38.7

1.5

1.7

54.6

5.2

35.2

2.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電波状況が良好であり、整備の必要がない

必要性は感じるが、

何らかの資金補助があれば整備したい

整備するメリットを感じない

その他

無回答

無床(N=570) 有床(N=605) 特定科目(N=401)

1.2

3.8

3.8

0.2

1.1

0.0

83.1

75.9

73.8

15.0

18.6

21.7

0.5

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

導入している 導入予定 導入予定はない わからない 無回答



1.5

3.0

2.6

97.8

95.6

96.0

0.7

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

設定している 設定していない 無回答

⑤その他電波利用機器
◆導入状況

•一部の診療所において、無
線機能付き医療機器や無
線式ナースコール等の電波
利用機器が導入されてい
ます。

⑥携帯電話と医療機器の離隔距離

◆設定の有無

•診療所では携帯電話と医
療機器との離隔距離はほ
とんど設定されていません。

6.9

1.0

6.2

0.2

2.4

0.3

0.5

19.4

1.7

14.1

3.6

5.5

0.3

0.5

21.2

3.3

15.0

1.0

9.8

0.2

1.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.7

1.7

1.1

2.0

1.7

1.9

0.5

1.4

1.2

0.2

0.7

0.2

1.4

0.0

2.1

90.0

95.7

91.2

96.6

94.0

96.0

95.4

76.4

93.8

81.4

91.7

89.2

95.2

94.7

74.8

92.4

81.4

94.5

85.5

96.0

93.6

2.6

3.3

2.6

3.3

3.3

3.6

3.4

2.5

3.4

2.5

3.0

3.4

4.1

3.4

2.9

4.0

2.9

4.3

3.3

3.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無線機能付き医療機器

無線式（非接触IC）タグリーダ

無線式ナースコール

無線式離床センサ

トランシーバ（防災用等）

ウェアラブル機器

非接触IC型決済端末

無線機能付き医療機器

無線式（非接触IC）タグリーダ

無線式ナースコール

無線式離床センサ

トランシーバ（防災用等）

ウェアラブル機器

非接触IC型決済端末

無線機能付き医療機器

無線式（非接触IC）タグリーダ

無線式ナースコール

無線式離床センサ

トランシーバ（防災用等）

ウェアラブル機器

非接触IC型決済端末

無
床
(N
=
58
1)

有
床
(N
=
64
0)

特
定

科
目
(N
=
42
0)

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答



⑦診療所内の電波環境管理状況

◆電波環境管理への取り組み状況

◆電波利用機器の管理者

•電波環境管理に取り組ん
でいる診療所は2割程度で
す。

•診療所における電波利用
機器の管理は、主に医師
または事務職員が担当し
ています。

•一方、管理者が決められ
ていないケースも一定数あ
ります。

•全体的に、診療所における
電波管理の必要性に
対する認識はまだ低い状
況です。

0.9

1.6

1.0

17.7

22.7

23.6

71.9

63.0

65.0

9.5

12.8

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

積極的に取組みを行っている 最低限の対応は行っている

特に何もしていない 無回答

61.8

46.2

36.5

39.4

30.1

32.8

37.1

29.9

28.9

0.4

1.2

4.1

2.0 

8.1

17.7

0.5

7.6

10.4

2.5

2.3

4.1

4.0 

1.5

13.5

8.6

5.6

25.2

14.3

17.9

2.7

31.0 

32.0 

7.8

34.3

30.5

8.1

5.9 

2.9 

4.1 

8.4 

7.4 

10.9 

10.0 

5.6 

8.9 

13.4

28.9

45.9

11.8

18.8

16.7

8.6

19.3

17.8

1.7

0.6

2.7

3.4

2.2

0.5

1.0 

1.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

データ通信系

（無線ＬＡＮ等）(N=238)

音声通信系

（携帯電話・PHS 等）(N=173)

医療用電波利用機器

（医用テレメータ等）(N=74)

データ通信系

（無線ＬＡＮ等）(N=297)

音声通信系

（携帯電話・PHS 等）(N=272)

医療用電波利用機器

（医用テレメータ等）(N=192)

データ通信系

（無線ＬＡＮ等）(N=210)

音声通信系

（携帯電話・PHS 等）(N=197)

医療用電波利用機器

（医用テレメータ等）(N=135)

無
床

有
床

特
定

科
目

医師

看護師

その他医療技術職(臨床工学技士、臨床検査技師、放射線技師等) 

事務職員

外部業者(ベンダ等) 

管理者がいない

その他

電波利用機器の管理体制等の状況

注）各電波利用機器を導入していない場合は
回答不要としているため、回答した方のみを集計

5.5

22.5

10.8

38.7

1.0

36.3

3.3

9.8

29.1

18.9

33.3

1.7

30.2

4.1

9.0

32.1

16.2

26.2

1.4

36.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電波利用機器を管理する担当者を

設置できない

電波環境を管理するために

何をすべきかわからない

電波に関するトラブルがあった際に

対応できない

電波環境を管理する必要性を

感じない

その他

課題はない

無回答

無床(N=581) 有床(N=640) 特定科目(N=420)

◆電波環境管理の課題



⑧電波環境管理に関する資料の認知状況

3.1

4.7

4.5

18.6

20.3

21.0

77.3

72.8

73.6

1.0

2.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

知っており、内容も把握している 知っているが、内容は把握していない 知らない 無回答

2.6

2.8

3.3

12.6

13.8

14.5

83.8

81.9

80.7

1.0

1.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

知っており、内容も把握している 知っているが、内容は把握していない 知らない 無回答

1.5

2.3

1.4

11.4

12.3

14.5

85.9

83.4

82.9

1.2

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)

知っており、内容も把握している 知っているが、内容は把握していない 知らない 無回答

1.2

0.9

1.2

3.6

3.9

4.3

94.5

94.2

93.8

0.7

0.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床(N=581)

有床(N=640)

特定科目(N=420)
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◆指針

◆動画・e-learning教材

◆規程例

◆手引き

本アンケート調査概要

電波環境改善に向けた取組み

•電波環境管理について電
波環境協議会が提供して
いる指針、手引き等に対す
る認識は2割程度にとど
まっています。

調査名 医療機関における適正な電波利用推進に関する調査

調査方法 郵送及びWebアンケート調査（調査票は郵送で送付、回答は紙調査票及びWebで回答可）

調査対象 民間のリストに掲載されている病院や一般診療所から、無作為に抽出した施設に送付。

実施期間 2019年1月9日～2月11日

回収状況

一般診療所発送数4,000件
抽出条件 発送数 回収数 回収率
●無床 1,500 581 38.7％
●有床 1,500 640 42.7％
●特定科目＊ 1,000 420 42.0％
●不明 - 2 -

指針：
「医療機関における携帯電話などの
使用に関する指針」
（平成26年8月）

手引き：
「医療機関において安心・安全に
電波を利用するための手引き」
（平成28年4月）

規程例：
「電波の安全利用規程（例）」
（平成29年6月）

動画・e-learning教材：
「医療機関において安心・安全に
電波を利用するための手引き周知
啓発用資料」
（平成30 年4 月）

＊電波環境協議会ホームページで
公開しています。

https://www.emcc-
info.net/medical_emc/document.html

＊電波利用機器の導入率が高いと思われる人工透析クリニック、産婦人科・産科、心臓血管外科から抽出。


